
〔寄生虫学雑誌第26巻第４号230-232頁，1977〕

Meromyarian型線虫の筋細胞配列

（６）豚腎虫Ｓｔｅｐ/jα〃γ"SCJ伽α伽雌成虫

大森康正

秋田大学医学部寄生虫学教室

大林正士

北海道大学獣医学部家畜寄生虫学教室

Ｒ、Ｋ・ＳＨＡＲＭＡ

ＤｅＰαﾉﾌﾞ"'e"ｔｑ/ZooZogy，Ｂ…/JZjﾉＣＯ/Jege，Ｂａ花iZb１，１Ｍ/ａ

(昭和52年５月24日受領）

Strongyloideaに属する鉤虫類や腸結節虫類などの線

虫の体壁には87コの筋細胞が一定に配列しており，本亜

科にはこれまでに３型の筋細胞配列様式が認められてい

る（B,ＣおよびＤ型)(大森,1975b;大森･大林,1975a，

b)．著者らは先きに豚腎虫Ｓｚ”んα"z`'γ`ｓａｅ"/αz"ｓがこ

れらの例外であることを記したが（大森・大林，1975a)，

詳細な報告を行なっていなかった．今回著者らはインド

産の豚腎虫を入手し，筋配列観察の結果，興味ある事実

がわかったのでその概要を報告する． Ｉ
鰯蕊

！
材料と方法

観察に用いた標本は北海道大学獣医学部保存の１雌お

よびインド産の４雌で，全て10％ホルマリン液に固定さ

れたものである．虫体は比較的大型のため，双眼実体顕

微鏡下で側線に沿って直接安全カミソリで切り開き，体

壁の顕微鏡標本を作製できた．水中で内臓除去後，ヘマ

トキシリン液を適当量加え（約0.05％）１～２時間染

色，水洗して既報（大森，1975a）のごとくスライド標

本を作製した．観察方法も既報（大森，1975a）と同様

である．

Ｉ

成績

本種の筋細胞の形態はこれまでのmeromyarian型線

虫のものとかなり様子が異なっていた．１コの細胞の前

後にはフォークの先のように分かれた，先端の尖鋭な突

起を６～12コ有し，前後の細胞の突起と互いに噛み合う

ように結合していた．核は比較的大きく，明瞭な核小体

を有し，細胞の中央の若干前方に存在していた．背・腹

線と両側線で区画された１Sectorには筋細胞が１列

Ｆｉｇ．１ＡｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅＵｓ

ｏｆＳ”Aα,z"7ＷＳａｅ"rα〃ｓ（早）．
ＬＬＣ：leftlateralchord

N：ｎｕｃｌｅｕｓｏｆｔｈｅｍｕｓｃｌｅｃｅｌｌ

ＲＬＣ：rightlateralchord
VC：ventralchord

に並んでいた．Ｆｉｇ．１は写真よりトレースしたもので

ある．１Sectorには筋細胞が最大40コ数えられたが，：各

Sectorにおいて筋細胞数が一定しているかどうか明らか
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になし得なかった． 筋細胞配列の写真を示したが，紡錘形にみえる辺縁は後

方で両側のものと癒合しており，後方の紡錘形の突起と

は必ずしも連続していない．彼女らの写真で見る限り，

幼虫も成虫と同様の形態をなしているとみられるが，特
に説明がない．

考察

北大の標本を最初観察したとき，１Sectorに紡錘形

の部分がおよそ1o列並んでおり，豚腎虫の筋細胞配列は

一見polymyarian型のようにみえた．１コの紡錘形の

部分をよく見ると，中央でその辺縁が不明瞭となり，両

側のものと互いに癒合し，前方の紡錘形の突起と後方の

紡錘形の突起と，その辺縁が必ずしも連続していなかっ

た．前・後の突起の辺縁が連続して１コの紡錘形をなし

てみられる部分もあったが，この中に核が認められず，

これらの紡錘形の部分が１コの筋細胞とは認め難かっ

た．

前後に突出したこれらの紡錘形の先端はほぼ同

levelで横に並んでいる．その辺縁は後方で不明瞭とな

り，両側のものが互いに癒合している．このような部分

を１Sectorで縦におよそ１８コ数えることができた．そ

の後インドの標本をていねいに作製し，この部分が１コ

の筋細胞であることを確認した．

本種では１Sectorに筋細胞が1列に並びmeromyarian

型筋細胞配列をなしているが，従来知られたmeromya‐

rian型のものと細胞の形態および配列様式がかなり相

違している．従来のmeromyarian型の筋細胞は全て紡

錘形（最先端の筋細胞は例外）をなすが，豚腎虫でみら

れた細胞の前後にフォーク状の多くの突起をもつものは

今回初めてであり，また１Sectorに多くの細胞が１列

に並ぶものも，これが初めてである．従来知られたＡ型

(Oxyurid-type)，Ｂ型（OesOPhagosZo"!""ﾉｰtype)，Ｃ型

(E92`/""あia-type)，およびＤ型(Ancylostomatid-type）

(大森，1975b，大森・大林，1975b）に対し，この型を

Ｅ型（Sr”ﾊα"2`７２`s-type）と称し，以下の標徴をその特

徴とした．

Ｅ型（SZ"Aα"!`,ws-type）の標徴

（１）１Sectorの筋細胞は１列に並んでいる．

（２）筋細胞の前後にフォーク状の多くの突起を出し，

前後の細胞と互いに噛み合って結合している．

ChitwoodandLichtenfels（1972）は豚腎虫の幼虫の

まとめ

豚腎虫８２"/iα"z`'一"ｓａｅ"zaz"ｓの筋細胞配列を観察
し，以下の成績を得た．

１．豚腎虫の筋細胞は前後に６～12コ紡錘状の突起を

出し，前後の細胞と互いに噛み合って結合している．

２．１Sectorに筋細胞が１列に並びmeromyarian型
をなしていた．

３．１Sectorの筋細胞数は最大40コを数えたが，１

Sectorの筋細胞数が１定しているかどうかについては明
らかにできなかった．

４．従来のmeromyarian型筋細胞配列様式Ａ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ型に対し，今回の型をＥ型（SiLePﾉｶα"z""s-type）

と称し，その標徴を示した．

本研究にご教示，ご鞭燵いただいた秋田大学鈴木俊夫

教授，新潟大学大鶴正満教授に対し深謝申上げます．
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Fourtypesofmusclearrangementhavebeenfoundamongthemeromyariannematodes，

i､e、Oxyurid-，OesOP/iagosZo？""'"，Ｅ９"i""伽α‐andAncylostomatid-type・Presentpaperreports

anewtypeofmeromyarianmusclearrangement・Swinekidneyworm，SZePhα""ｒｚＪｓｃたれtaZzZs，

hasonlyonerowateachmusclesector・Themusclecellshave6-12pointedprojectionsatboth

anteriorandposteriorssides（Fig.１)．Thetwoanteroposteriorlyplacedcellshavetheirprojec‐

tionsfittedwitheachother・Ｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｎｕｍｂｅｒｏｆｍｕｓｃｌｅｓｉｎｅａｃｈｓｅｃｔｏｒｉｓ４０，butno

uniformityofthemusclenumberscouldbeconfirmed・Thistypeofmusclearrangementis

beingreportedforthefirsttimeandｉｓｎａｍｅｄＳＪＰ"/iα"〃ﾉﾏｨs-type．

（２４）




